
( 資料２)　各種分析基礎資料　

１．各種調査結果
　⑴　意識調査
　　①　生徒　SSH 意識調査
　　　　平成３０年１月に全１年生を対象に、SSH の取組についてアンケートを実施した。主な結果は

以下の通りである。

　　　　大変増した、やや増したの合計が両方とも４割を下回っており、現段階ではまだ目的を達して
いないことがわかる。

　　問　SSH の取組に参加したことで、以下の⑴～⒃に対する興味、姿勢、能力が向上しましたか。
　　　　（１：大変向上した　２：やや向上した　３：効果がなかった　４：もともと高かった
　　　　…５：わからない　６：無回答）

SSH の取組に参加したことで、科学技術に対する
興味・関心・意欲が増しましたか

SSH の取組に参加したことで、科学技術に関する
学習に関する意欲が増しましたか

⑴　未知の事柄への興味

⑶　理科実験への興味

⑸　学んだ事を応用することへの興味

⑺　自分から取り組む姿勢（自主性、やる気、挑戦心）

⑵　科学技術、理科・数学の理論・原理への興味

⑷　観測や観察への興味

⑹　社会で科学技術を正しく用いる姿勢

⑻　周囲と協力してり組む姿勢（協調性、リーダーシップ）
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　　　　⑻、⒂の項目に関しては、大変向上した、やや向上した、という回答が６割に近く、一定の効
果があったことがわかる。一方、その他の項目では、向上したという回答はほぼ４割前後にとどまっ
ており、今後、SSH の取組を継続することで、どのように変化するか注視する必要がある。

　　②　教員　SSH 意識調査
　　　　平成３０年１月に教職員に対する SSH 意識調査を行った。主な結果は以下のとおりである。

（１：大変増した　２：やや増した　３：効果がなかった　４：もともと高かった　５：わからない）
　　　　約半数の教員がわからないと回答している。SSH 初年度ということで該当学年の授業に出てい

ない教員にとっては見えにくい活動であったかもしれない。来年度は SSH の取組を多くの教員に
広げていくことが課題である。

　　SSH の取組に参加したことで、生徒の学習全般や科学技術、理科・数学に関する興味、姿勢、能
　　力が向上したと感じますか？
　　　　（１：大変向上した　２：やや向上した　３；効果がなかった　４：もともと高かった
　　　　…５：わからない）

⑼　粘り強く取組む姿勢

⑾　発見する力（問題発見力、気づく力）

⒀　真実を探って明らかにしたい気持ち（探究心）

⒂　成果を発表し伝える力
（レポート作成、プレゼンテーション）

⑽　独自なものを創り出そうとする姿勢（独創性）

⑿　問題を解決する力

⒁　考える力（洞察力、発想力、論理力）

⒃　国際性（英語による表現力、国際感覚）

SSH の取組に参加したことで、生徒の科学技術に
関する関心、意欲、興味は増したと思いますか

SSH の取組に参加したことで、生徒の科学具技術に
関する学習に関する意欲は増したと思いますか
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　　　　　理科実験への興味や成果を発表し伝える力は関わられた多くの教員に効果があったと認めて
いただいた。しかし、国際性や社会で応用する力についてはまだまだ不十分であると考える教員
が多かった。

　　SSH の取組を行うことは、下記のそれぞれの項目において影響を与えると思いますか。
　　（１：とてもそう思う　２：そう思う　３：どちらともいえない　４：あまりそう思わない
　　…５：そう思わない　６：わからない）

　　　　　１年間の取組の結果 SSH の取組が新しいカリキュラムや教育法の開発、教員の指導力向上に
寄与することは多くの教員に理解していただくことができた。

　　　　SSH の取組に参加したことで、学校の科学技術、理科、数学に関する先進的な取組が充実した
　　　と思いますか。
　　　（１：大変充実した　２：やや充実した　３：効果がなかった　４：もともと充実していた
　　　…５：わからない）

理科実験への興味

国際性（英語による表現力、国際感覚）

社会で科学技術を正しく用いる姿勢

成果を発表し伝える力
（レポート作成力、プレゼンテーション）

学んだことを応用することへの興味

独自のものを創り出そうとする姿勢（独創性）

生徒の理系学部への進学意欲に良い影響を与える。

教員の指導力の向上に役立つ。

新しいカリキュラムや教育方法を開発する上で役立つ。

SSH の取組に参加したことで、学校の科学技術、理科、
数学に関する先進的な取り組みが充実したと思いますか
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　　SSH の取組へのかかわり度合いを教えてください。
　　（１：主体的に関与…２：補助的に関与　３：あまり関与していない…４：取組を知らない）

　本校の SSH の取組の中で、生徒に特に効果が
　あったものと思うものを選んでください。
　（複数回答可）
　①課題探究基礎
　②科学を創造する人財育成事業
　③リベラルアーツ講演会
　④自然科学部養成
　⑤ ScienceChallenge
　⑥土曜活用事業
　⑦言語技術教育
　⑧能動的学習
　⑨国内研修

　　　　年間を通して実施した「課題探究基礎」を挙げる教員が多かったが、実施回数が少ない「科学
を創造する人財育成事業」や「言語技術教育」に効果を認めた教員もいた。

　⑵　各種指標
　　①　学習状況リサーチ
　　　　現１年生が入学前の平成２９年３月に行ったスタディサポート内の学習状況リサーチの中で、

SSH の取組に関する学校オリジナル質問を実施した。主な結果は以下のとおりである。
　　　　質問 A　⑴　社会貢献に興味・関心がありますか。
　　　　　　　　⑵　国際的な諸課題に興味・関心がありますか。
　　　　　　　　⑶　科学技術や技術革新に興味・関心がありますか。
　　　　　　　１　ある　　２　ややある　　３　あまりない　４　ない
　　　　質問 B　科学技術に関する講演会や学習する機会があれば参加したいと思いますか。
　　　　　　　１　思う　　２　やや思う　　３　あまり思わない　　４　思わない
　　　A ⑴　　　　　　　　　　　　　　　　A ⑵

　　　A ⑶　　　　　　　　　　　　　　　　　B

SSH の取り組みへのかかわり度合を教えてください
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　　　　質問 C　将来どのような職業に就きたいと考えていますか。
　　　　　１　大学・公的研究機関の研究者・技術者　　２　企業の研究者・技術者
　　　　　３　理科・数学の教員　　　　　　　　　　　４　公務員（技術者・保健系・農水産系）
　　　　　５　医師・薬剤師・看護師の医療従事者　　　６　その他理系の職業
　　　　　７　文系の職業　　　　　　　　　　　　　　８　わからない
　
　　　C

　　②　学校満足度アンケート
　　　　生徒の学校満足度アンケートを１２月に実施した。SSH の取組に関する項目の結果は以

下のとおりである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　授業で生徒の話し合いや発表が行われていますか、という質問では大半の生徒が行われている
と回答している。一方、自分が積極的に参加しているかという質問ではやや消極的な姿勢もうか
がえる。

　現時点では社会貢献や国際問題への関心に対して、科学
技術に対する関心はやや低い傾向がみられる。将来、理系
に関する職業に就きたいと考えている生徒も全体の４割に
とどまる。

理科実験への興味

国際性（英語による表現力、国際感覚）

社会で科学技術を正しく用いる姿勢

成果を発表し伝える力
（レポート作成力、プレゼンテーション）

学んだことを応用することへの興味

独自のものを創り出そうとする姿勢（独創性）
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　　③　学習時間調査
　　　　　　　　第１回（平成 29 年６月）　　　　　　　　　第２回（平成 29 年 10 月）

第１回

第２回

　　　　第１回から第２回にかけて、全体の学習時間や理系教科の学習時間に対して、特に大きな変化
はなかった。
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（資料４）生徒研究テーマ一覧（資料４）生徒研究テーマ一覧

班 研究テーマ 班 研究テーマ 班 希望テーマ 班 希望テーマ

班 希望テーマ 班 希望テーマ 班 希望テーマ 班 希望テーマ

３班
計算で求めた確率と
実験で得られた確率
は等しいか

環境変化によるゾウ
リムシの増殖速度の
変化はあるか

町おこしのために必
要なもの

大きな政府‐小さな
政府 世界幸福度ラン
キングから見た　政
府ができること

１組 ３組
１班

スマートフォンの使
用が睡眠に及ぼす影
響

２班 ゾウリムシの増殖条件

なめらかな面となる
条件

４班
大きな政府と小さな
政府ではどちらが幸
せか

５班
疫力と食事の関係は
どうなるのか

６班
「田んぼアート」で
活性化

７班 統計調査の表記

４組
１班 なめらかな面の開発

２班 なめらかな面とは何か

８班
地元の活性化をさせ
るには

９班
実際に起こる確率と
計算した確率の誤差
はあるのか

１０班

ゾウリムシの環境の変
化による増殖の変化

４班
僕たちのパスカルの三
角形

５班
過疎化の改善には大
きな政府と小さな政府
のどちらが良いのか

２組

いろんなサイコロを
使ってもぞろ目が出
る確率は同じになる
か

９班
無料の学習スペース
で商店街を活性化す
る

６班
サイコロのぞろ目の出
る確率は計算通りにな
るのか

７班 ぞろ目は出にくい？

８班
やすりを用いたなめら
かな面の発見

３班

鳥取県の若者はどう
して県内にとどまら
ないのか

なめらかな面となる
実験条件の開発

ぞろ目が出る確率は
理論上と実験結果で
同じになるか

男女における買い物
の時間差

摩擦係数の測定と特
性

なめらかな面とは摩
擦0というのか

なめらかな面となる
実験条件の開発

多面体の種類と数で
ぞろ目の出やすさは
変わるのか

５つの正多面体でぞ
ろ目の出方に違いが
あるのか

ゾウリムシの増殖に
影響を与える要因に
ついて

世界情勢から読み取
る平和な国家

お茶がベースの培養
液でのゾウリムシの
培養

サイコロの目の出方
は6分の1になるのか

摩擦係数の測定と特
性

１,２,３,４,５,６の
ゾロ目が出る確率は
同じか

免疫力を高めるため
には

１班

２班

３班

４班

５班

６班

８班

７班

８班

９班

１０班

１班

２班

摩擦実験において有
用な物体の調査

３班
効率の良い睡眠とそ
の活用法

９班

１０班

３班

４班

５班

６班

７班

１班
若者と選挙から見え
る日本の展望

２班
光と睡眠の関係　～質
の良い睡眠を取るに
は～

２班
食事の後に眠くなら
ないためにはどうす
ればいいか

５組 ７組
１班

３班 資本主義or社会主義

４班
肥満を予防するには
食生活をどう変えてい
けばいいのか

４班
アナログとデジタル
でのぞろ目の出る確
率の違い

５班
体温と食事の関係に
ついて

５班
今の日本の状況から
考える大きな政府と
小さな政府

６班
さいころの数とぞろ目
の確率の関係

６班
90分サイクルの実証
と睡眠の質を高める
栄養素

７班 昼間の眠気の改善 ７班
計算で求まる確率は
あっているのか

８班
観光資源の発信にお
ける鳥取県の現状と
対処

８班
扇風機をどのように
使えば涼しくできる
か

９班
食材と疲労回復の関
係

９班 領土問題と防衛費

１０班
鳥取県を魅力的な県
へ

１０班
ゾウリムシの温度の
違いによる増殖条件
について

６組 ８組
１班

ゾウリムシの繁殖とｐH
の関係

１班
なめらかな面となる
実験条件の開発

２班 待機児童数ゼロに ２班
いろいろな環境下で
の金属の酸化の進行

３班 ぞろ目って何回出んの ３班
温度とゾウリムシの
増殖関係について

４班
重力加速度の精密測
定

４班
ゾウリムシの増殖と
枯草菌量との関係に
ついて

５班
睡眠と休養による勉強
効率の変化

５班
静止摩擦係数の測定
と特性

６班
国の借金を返すため
に

６班
Rf値測定による色素
の分析

７班
ふるさと納税で地域活
性化をすることはでき
るのか

７班
ゾウリムシの増殖と
pHの関係について

８班 ぞろ目が出る確率 ８班
金属結合と電気伝導
性の関係について

９班 運動と健康 ９班
イオン結合の物質の
性質の規則性

健康と運動習慣の形
成

１０班 １０班 ぞろ目の確率 １０班
静止摩擦係数の測定
と特性
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